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新時代の教育を支える働き方改革通信

“早めの相談”がトラブル防止のカギ！スクールロイヤー制度

スクールロイヤー制度は、学校が抱える対応困難な諸課題に対し、弁護士が子どもの最善の利益を

念頭に置きながら、専門的知見に基づき、学校への法務相談を行う制度です。
事態の深刻化を防ぐため、トラブルの兆候・初期段階からためらうことなく活用してください。

1 活用実績等

２ 相談のタイミング

年 度 Ｒ３
(試行)

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
(９月末)

相談件数 １０件 ４０件 ６５件 ７８件 ４０件
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道立学校 教育局
本 庁

教職員課

市町村

立学校

市町村

教 委
教育局

本 庁

教職員課

申請手順
→

詳細はｺﾁﾗ
←

予防的
対 応

初 期
対 応

活用が
年々増加

学 校
運 営

教 育
活 動

部活動

その他

【相談事案の例】

・担任の変更を執拗に要求
・個人情報や資料要求への対応

・トラブルの被害者が加害者の転校を要求
・行事中の特別な対応を要求

・顧問の指導に対する執拗な苦情
・部活動中の事故に係る対応

・恫喝、恐喝まがいの執拗なクレーム
・虐待等が疑われる児童生徒への対応

Ｒ６活用校アンケート

・学校の問題対応能力の向上

につながった ８１．８％

・教職員の精神的負担軽減

に効果があった ６９．１％

深刻化した
事態への対応
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・検 証
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QRｺｰﾄﾞは(株)ﾃﾞﾝｿｰｳｪｰﾌﾞの商標登録です

制度対象外となる事案の例
・訴訟対応等
・学校と業者間のトラブル
・職員同士のハラスメント等
・子ども・保護者による相談

どのタイミングでも活用可能！深刻化した事案では、基本回数(３回)を超えて相談を行う例も。
⇒早期の相談により、学校が対応できる範囲が明確になり、安心・一貫した対応が可能に。
⇒相談が遅れ、相手方への対応に齟齬が生じて、事態の深刻化に繋がってしまった例も。

トラブルの兆候・
初期段階から
ためらわず活用を！


